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災害時危機管理と期待される人材像 

JSiSE 情報教育委員会主催



ワークショップ概要

本ワークショップでは東日本大震災に関連して、
以下のようなテーマの一部又は全部についてパ
ネル討論会の形式で議論します。

（１）災害時に必要な危機管理に対応可能な人
材の育成。

（２）災害後に必要となった省エネ・省資源等に対
応可能な人材の育成。

（３）（メディア関係者から見た）危機の実態や期
待される人材像。 



情報教育委員会は、情報教育を産学連携、人
材育成の観点から研究推進するグループ ( グ
ループ A) と高大連携（専門教科情報や専門学
校等も含む）を中心に研究推進するグループ
（グループ B ）の２つのグループで活動していま
すが、今年度のワークショップではグループ A
から提案、検討することとします。 



ワークショップ開始・終了時間
( 午前 10:00 ～ 11:50)

• 10:00 ～ 10:10 　ワークショップの主旨説明

　　  担当 : 本田敏明（茨城大学） 

• 10:10 ～ 10:20 　パネル講演者紹介，パネルの趣旨説明　

      担当 : 夜久竹夫（日本大学）

• 10:20 ～ 11:20 　パネル講演者発表

• 11:20 ～ 11:30 　休憩

• 11:30 ～ 11:50 　フロアを交えて討論　

      担当 : 夜久竹夫（日本大学）



講演者及び講演題目 
渡辺 創 （産業技術総合研究所・情報セキュリティ研究センター・
副センター長）

「災害時危機管理と期待される人材像～情報セキュリティに
関連する話題について～」　

綾 皓二郎（石巻専修大学理工学部基礎理学科・教授）、

川村　暁（石巻専修大学理工学部情報電子工学科・講師）

「 ICT システムと防災・危機管理～石巻専修大学情報教育
ネットワークシステムと東日本大震災の事例から～」

西之園晴夫（ NPO 学習開発研究所、京都教育大学・名誉教授）

「災害時の緊急人材育成と仕事創出のための資格認証制度
について」
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